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表 1 対象地域の地域名の合計 
地名 合計(戸) 地名 合計(戸) 
自由が丘 627 奥沢 237 
田園調布 261 柿の木坂 145 
大岡山 227 等々力 393 
尾山台 168 緑が丘 55 
上野毛 114 深沢 220 
用賀 17 駒沢 118 
 
地名 合計(戸) 地名 合計(戸) 
碑文谷 118 東玉川 25 
中町 47 玉堤 19 
南 24 北千束 14 
中根 17 新町 11 
野毛 23 平町 54 
八雲 140 下馬 4 
 
地名 合計(戸) 地名 合計(戸) 
野沢 3 富士見台 3 
東が丘 5 光が丘 1 
洗足 34 粕谷 1 
玉川 18 衾 1 
桜新町 4 宮前 3 




















表 2 駅名と地名に基づく地域名の分類 











































































【東京都大田区総務部総務課広報係編(昭和 40年 7月) 『大田区地名考』、p25-28.】 



















力町 1丁目の一部と、旧玉川奥沢町 3丁目の一部とを編入して尾山台 3丁目とした。 
【世田谷区玉川総合支所地域振興課、「地名の由来（等々力・玉堤・尾山台）」、 
<http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/157/701/703/707/d00017064.html>(最終アク
セス 2018年 1月 18日)】 
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および大字等々力飛地字六本松の区域は玉川奥沢町 1～3 丁目と玉川田園調布 1・2 丁目に
区分された。昭和 45年、住居表示の実施に伴う町区域の変更で、玉川等々力町 3丁目の一
部を編入し、玉川奥沢町 3丁目の西部を尾山台に移し、奥沢は 1～8丁目に区画され、玉川
田園調布は環状 8号線をもって 1丁目と 2丁目の境界とされた。 
【世田谷区玉川総合支所地域振興課、「地名の由来（奥沢・玉川田園調布・東玉川）」、 
<http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/157/701/703/707/d00017063.html>(最終アク
セス 2018年 1月 18日)】 
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 東玉川は、昭和 7年の世田谷区成立までは、玉川村の大字等々力（明治 22年までは等々
力村）の飛地で「字諏訪分」といった区域である。この区域が、世田谷区成立の際、「東玉
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村、深沢村が合併し、駒沢村が成立し、深沢村は駒沢村大字深沢となった。大正 14 年 10
月、駒沢村が町制を施行し、駒沢町となった。昭和 7 年世田谷区成立時に、玉川村大字下
野毛飛地字深沢原および大字等々力飛地字高原が加えられ、一部を新町 1丁目にうつして、
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.html>(最終アクセス 2018年 1月 18日) 
・世田谷区玉川総合支所地域振興課、地名の由来  
<http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/157/701/703/707/d00120450.html>(最終アク
セス 2018年 1月 18日) 
【東京都世田谷区教育委員会、平成元年 3月、『世田谷の地名：区域の沿革・地誌・地名の
起源(下)』】 
【東京都大田区総務部総務課広報係編(昭和 40年 7月) 『大田区地名考』】 


























































































3-3. 同一名称の住所との一致不一致について(不一致率が 20%を超える) 






























地名 住所と一致 住所と不一致 住所との一致率(%) 住所との不一致率(%)
自由が丘 201 426 32.06 67.94
田園調布 196 65 75.1 24.9
大岡山 74 153 32.6 67.4
尾山台 104 64 61.9 38.1
上野毛 45 69 39.47 60.53
用賀 6 11 35.29 64.71
駒沢 94 24 79.66 20.34
30 
 





























地名 住所と一致 住所と不一致 住所との一致率(%) 住所との不一致率(%)
奥沢 230 7 97.05 2.95
柿の木坂 127 18 87.59 12.41
等々力 333 60 84.73 15.27
緑が丘 45 10 81.82 18.18
深沢 215 5 97.73 2.27
碑文谷 112 6 94.92 5.08
中町 46 1 97.87 2.13
南 23 1 95.83 4.17
中根 16 1 94.12 5.88
31 
 


























地名 住所と一致 住所と不一致 住所との一致率 住所との不一致率
野毛 23 0 1 0
八雲 140 0 1 0
東玉川 25 0 1 0
玉堤 19 0 1 0
北千束 14 0 1 0
新町 11 0 1 0
平町 54 0 1 0
下馬 4 0 1 0
野沢 3 0 1 0
東が丘 5 0 1 0
洗足 34 0 1 0
地名 住所と一致 住所と不一致 住所との一致率 住所との不一致率
玉川 0 27 0 1













































































































                
 



























































































































































































































































































































































































































































































































      
 





















図 22 データのスムージングを行わず、密度を計測した場合 
 






























































































































































































図 30 自由が丘周辺の 400m名称密度等高線図 
 














































図 32 400m「大岡山」名称密度等高線図 

























































































































































































































1. 地域名の選択要因として、住所の他に地理的特徴、同一名の駅の立地が挙げられる。  
2. 名称密度等高線図を活用することにより、地域名の分布と圏域を視覚化した。  
成果による推論に基づくものとして  
1. 同一名の駅と地理的特徴が地域名のクラスターとしての分布を決定づけている。  
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